
 

 

 

 

 身に付けさせたい資質・能力  指導の工夫  課題に迫る具体的な手立て  重視すべき単元名等  

中学校  ・ものを深く見つめ、美しいものに感動
をする心  

・基本的な知識・技能  

・豊かな発想力と表現力  

・学んだものを生活にいかしていく力  

批評会（鑑賞）に時間を十分にとって、
自分や友人の作品を遠距離から客観的
に見る力を養う。  

ポイントを個別指導で直してあげる
ことによって良い作品になったという
満足感を与える。  

批評会で形、構図、構成色彩、発想等
いろいろな角度から具体的にそれぞれの
部位を指し示し批評をおこなう。  

机間巡視による指導で描いたり作った
りした直後に劇的に変わる様子を体験さ
せ、制作意欲と教師への信頼感を高める。 

・絵画 自画像  

（鉛筆淡彩）  

小学校５・６年生  ・創造的に表現したり鑑賞したりする態
度  

・主題の表し方を工夫する造形的な能力  

・造形活動の経験をいかして、活動や表
し方、表現方法を工夫する力  

・活動を通して自分のものの見方感じ方
を深め、自分なりに対象や事象を味わ
おうとする態度  

・形や色、材料の特徴や構成の美しさ等
を感じ取り、用途等を考えながら、自
らの表現を具現化できる力を養う。  

・自分たちの作品、我が国や諸外国の美
術作品の鑑賞を通してよさなどを友
だちと話し合わせる。  

・用具や素材の形状・種類だけでなく、
素材のしなやかさ・豊かさに子どもが
触れられるようにする。  

・鑑賞するときの視点やヒントなども与
えながら、観ること気付くことの積み
上げを図る。  

・感じたこと、想像したこと、見たこと、
伝え合いたいことを絵や立体工作に表
す活動を通して感じる力を育成する。  

・前学年までに経験した表現・技術など
を生かして活動出来るよう支援する。  

・活動や表現方法に応じて材料や用具を
児童自ら選び活用できるように、教室
環境や場の設定、材料の渡し方を工夫
する。  

・鑑賞活動の積み重ねで、自分や友達と
の違いや美術作品のとらえ方を広がる
ようにする。  

・絵・立体・工作・造形

遊び・鑑賞  

小学校３・４年生  ・進んで表現したり鑑賞したりする態度  

・自分の感覚や行為を通して形や色など
の感じに着目しながら、自分らしく技
能を働かせようとする力 

・感じたこと、想像したこと、見たこと
から、表したいことを見付けて表す力
を養う。  

・感じたことや思ったことを、話し合っ
たりすることで、色々な表し方や材料
による感じの違いを感じ取らせる。  

・用具や素材の形状・種類だけでなく、
素材のしなやかさ・豊かさに子どもが
触れられるようにする。  

・鑑賞をするときの視点やヒントなども
与えながら、観ること気付くことの積
み上げを図る。 

・感じたこと、想像したこと、見たこと
を絵や立体工作に表す活動を通して感
じる力を育成する。  

・前学年までに経験した表現・技術など
を生かして活動出来るよう支援する。  

・既習の材料や用具を児童が活用できる
よう、教室環境や場の設定、材料の渡
し方を工夫する。  

・鑑賞活動の積み重ねで、自分や友達と
の違いや美術作品のとらえ方を広がる
ようにする。  

・絵・立体・工作・造形

遊び・鑑賞  

小学校１・２年生  ・手や体全体の感覚などを働かせて、表
したいことを工夫して表す力  

・見たり触ったりする活動から感じたこ
と、想像したことを表す力  

・手や体全体を働かせ、見たこと、想像
したことを表す力 

・いろいろな材料や道具が使えるように
計画をたてる。  

・いろいろな作品を鑑賞し、見方感じ方
を深めたり、発想や構想、技能への手
がかりを得られるようにする。  

・用具や材料を自分で選択して使えるよ
うにする。  

・たくさんの作品を鑑賞できるように
し、作品を見て感じたことを話したり
友達の考えを聞いたりする。  

・たくさんのものを見たり、触れたりで
きるようにする。  

・感じたこと、想像したことを絵や立体
工作に表す活動を通して感じる力を育
成する。  

・いろいろな用具や材料が活用できるよ
う、教室の環境や材料の用意の仕方を
工夫する。  

・鑑賞の時間を設定し、観る視点をわか
りやすい言葉（例：おさかなみにいく）
で伝え、作品のよさや面白さが味わえ
るようにする。  

・絵・立体・工作・造形
遊び・鑑賞  

 

【課題】感じる力の育成 

○課題改善カリキュラム（図工・美術）  


